
る。実・•奈,没粉•號粒,:誓iの格梁から,ち’むつ磐造治、上ぴ感礎で十分実用K供しうることが推定 

されJ財:,純は・放泣時の菇本的生・呂こついてば捌定資样にもとづきとク％とめ検祠をくわ 

えつつある。

6 こんごの問題点

41年度試作が二び実用性能に土針をくわえてきな伐伪匹理穩ろ•よぴトラクク戏剤故布农に 

ついては,な公両機とも灭用板として謨造【こ検时をくわえる余地がう6とともに,その歩或的 

基本性能につき各技条件下での計洵をお就し,その改善に任する必姿力:ある。

左公,こんごは,林業吊トラクタとして,4检迅動式ホイールトラクタの提帛が,海外に志、 

いてはひろくすすめられつつあるので,わか国山林・こふいても,従来つクロ ーラトラクタと対 

比してホイールトラクタの使用可能限界を明確ならしめる必斐がむる。十左わらホイールトラ 

ククによる集オのみならず澄林作疝つ機檢ヨよび作岩生能を咒明し,その彳’J矢を明砥ならしめ, 

トラクタを原劫斑とし谷極作某欧を作子することによる大迎破被による林芙生湧の労•皿生建性

の向上を目途した技術体系の確立をはかる必耍があ6〇
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3 亜高山地帯の造林

1試験担当者

ぶ料造林科長:爪下正天

ク洗林オニ研•咒室:城欣二,只木良也,枷秋一延

ク植生研兜室:刈住昇,

ク土壊才三妍兄室:前田顷三,宮川落

”［北支•塌育林才二餅充案:加籀充助

〇 存林牙ヨ研究室:山谷孝一

ク 経営オ四硏究室:小用忠三郎

木舀分我适林航究室:飯原三男

2 滅験目的

底大造林の進妥にともない亜髙山地带:こも,父面伎皆は人工‘孔我の施楽がすすうられている 

が,その成Mlは必ずしも満足すべきものではない。しかも昨今の労椅力の不足の間四・からん 

で,これら地帝に話、ける造林滲;存の再浪“’寸とー时つ研おが必旧となっくさた〇この研衆ぱち、いて 

は,人工造休めるいは天然更沂にかぎっことなく,それぞれ ‘カ覺员にEじた燃渣更新彼術の昴 

立在目的とする。

3 前年度までの経過とえられた結果

本研究の発足以前から経常硏宛として亜高山地帯の更新に関連した湖近か行なわれていた在,

正式(てとりめげたのは昭和4 〇年度からでめる。

4 〇年度は次の事項について譚査研兇あ、 よび沛换她°投定な行なつ •企。

(I)木場担当の分

41年度は中部山苗の斜嗅圈林带に烝点をしばった〇

a試滾地設定疾荊地として,名古諮営林局久な番"内千間尊’胡燃％地区,長野営林局日 

田碧陪迎,八ヶ岳北邮岖,川上地区あ、よび映削れヤ內八ケt訓郷地区について煽H餾£

を彳亍なった〇

〇臼田誼営区5 2沐母(川上地区)心町谄8.5 haの带状更祝共験地を:i殳定(伐採前の調 

査をした。

c八ヶ岳北聊岖:の既往帝釈戊溶也の保残带が立木処分となり,41年氏中に伐出される 

ので,その奈保浅苔の更新稽•尚かどのxうな経過をとるかを知るため,ブロントを改定し



て伐课側の阀充位した〇

d長好営林局狗ケ眼y宮区る、よび宿書仃林局今市•お今市,圣欧区(用怒川上?五地区 、こっい 

て,姒別更而状況緬呈を行なった〇

(2)木吿分場担当の分

a長野営林局伊別浴地区;て耽注兀殖枚された高基注蹲稀の造林地,こついて,或存率,生長 

状況,枯損頃因等の嫌託&、こなった〇

⑶柬北支J朔9当の分

a早池峯山地域の涓五 肖森営林局川井名宵内門.以择営区2 2 8 .林班い小堆に段定され

てちる阱观改弑埃地ふ、よび付近の直高山 宕械齒林につき土攘,生な伏漁等につさ・碑 

査した。

b浮宏缶休局三本木％な内惣辺!U昌有林5 5林班潦〜ぬ小加Cめるブナ碓合試物妃 

極更改試蜘ズの腮査を行なった〇

c岩手山地域の気象関を 髙向抜地の気家状件を・堺明するため従前からのもののほか,

41年废にな八监平地区亿も碳測点を設けて雅続“駐をはじめた。

4 〇年変の调旺に従前の各頰牌逐括果を加えて考’宗すると,

本州中部山岳・の針葉崗林(コメッガを:サ占祕とし,アオモリトト・マッ,シラペ,夕・ケカンバカ; 

これに亜ぎ,時だトウヒ,ヒメコマツを見るもの)(て:对しIは,

1)大’再沼皆伐を行なって天然吏沂を期待する蜴合は,…とんどタ•ケカンパの彿林;て近いも 

っとなりMt葉切の混交は甚だ遂少のものとなる。

2 )雷2 0 m内外の帯状皆伐を行なった瑁合,立地条件にもXるが,かなり商い針葉樹の混 

交がみられ,過当な峙期;こダケカンパを除伐することによって龍鳳皆の純林を仕立てるこ 

とか可能とむもわn6o

3) 带状皆伐の保残帯内の询生推幼樹の受光或長はめざましいものがるけ,條浅帯の伐採峙 

期およびそれの更沂螞(て対する衫懸が今後の間通とまる。

4) 更新明は針葉湖は成とんどすべて间生粹幼廚が成長したもので,«嬷後亿発生したもの 

は甚だ稀れでちる。また,ダケカンバは谕生囲ばなく,ことごとく伐床後の発生である〇

5) 壇床植生は大別して,コケ电(イワダレゴク・・タチハヒゴケなどを護占械とナる)(シ 

ダ型(シラネ・7ラピを咬占怖とする)"ニコウモリ型,ササ匝に区分できろ力:,コケ型が 

技もM葉囲の推命の発生成立に•遡し,シダ勉,"ニコワモリ型の収y劣り,ササ眼が奴も 

不利でめる。
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妇顷L方、リ2カ所の寸抽更改維拠・つ,;韓詰なから,今ただちに造林適甜^を判定すろこ 

二,:•,何 瞞?’也が未だ1〇年を径爆した段隋て:女尚早といえよ”;•短机・’故から.ちい状 

少していない附冲くめげ=と,早池城山(は高7870Um )では,J -〇ブパアカマツ, 

ヨー aブパrウヒ,トト・マッ,エゾマッ,モンタナマツが,また三水木(5 2 0m )では, 

屈ぐ宓で,エゾマッ,ヨーコ,パアカマツ,d-n aパトウヒ,スギ)しiた畑ド’式ではエ 

ゾマッが髙い戎存率を示した。

また,岩手山の標寵2 0 41.50 0 mの間に,長期偵并:丸諷計セ配旌して,各李価別の平 

均気沮と遗高との!知孫をあ上らかにしな〇

4昭和41年度の試・計画

前年亿引£Wき41年废は下一記 gについて過喪セすすめる。

(1) 稗担当の分

A亜高山浊纣葉樹林Q带状史衍地、対すろ・ 眼

aハヶ岳北特:也ズ既往帯状更折地;こ対す〇保我苗伐糸後・>,?ま〇

b川上游伏更沂忒蝕地の做揺滑伐理浅の調抱

B 亜高山性針葉附林の生産力閃査

Cブナ休の更新に関する«

(2) 木曹分明迫当の分

A八ヶ岳尚辺の既往高塞性利健也〇对・汗

(3) 東北支場担当の分

A八橘平地域の土壤玲よぴ植生溯糞

B黒沢尻ブナ総合試験池内崙極更改貿硬区の:冏査

C 岩手山あ、よびハJ播平地区の気象瘢

5 昭和41年度の試験経過と結果

(1)冰竭担当の分

A ハケイ寻北伽斜地区の此往帶状更新地の"綬带伐硃にともなう稚樹の7肖長

前年一,保残芾伐採前に設定し伐採前の推期 、閭査を行ない,响体ごとにマーキングして 

おる調衣区に対し,伐採伎の調査を行な g

伐採浚の秋•崗の戊採•前の本故田対ナる.残存率X,平均6 D «〇9外で,予母X Dも残存率 

は髙へ 嚥斜の大5さ洌に見ると,幡 3 〇 袂下の小形のものと1m以上の大切•:>も〇 

とが处存率低く,その中間5 〇〜100吊のものが般も福い浅存率を示した〇



伐条位の稚樹の浅存率

整譚の大きさ
cn

10以下 1〇〜3G 5 〇〜5 0 5 〇〜 1 〇 〇 10Z如 300 以± _平_曳

A 区 46 55 7 9 90 52 56 6 3___

B 区 54 56 71 72 5 4 — 57

佃考:A区一姒烏15m ,咤鴻將5 Om (1/3’帯状普伐区) .

BK 一座眉15m,屎找治』2 25m( 4 〇 な帯状排伐区)

大形のものの消失は伐木連材のを菜にともなう,障咨,沂阳か主な喚因と考えられQが. 

小形のものの何失亿な上木の徐去にともなう地衣の急激な乾源に肥因するもの役富むと考 

えられるので,更に枯れすすむ危顷をはらんでいる。

®川上带状更新跡坦の佣査

林,直作没工拿のみ合で,伐嫁の実行が分くれたため,本年変は伐疎液の淌査を見曲わせ, 

鼬のブナ林の更新洞査に鹵を員あ、よぴ経谜をふりむけも

B亜高山性針葉有林の生産力通査

更沂した林分自体のもつ物質生涯力をしり,また得來検將さるべS促育問52Iの荃展ほ科 

とすろため,応士山鹿に若いて主としてシラべを対象として,幡した〇ブロット攻が少な 

いので今俊Kまつ点が多々あるが,

1)平的榭奇あるいは現存浪カ:增すとともに溶の比率が大きくなり葉の比率が成少する 

傾向が潴皆である。

2 )各プロットの集の現存!をは,きわめて幼齢のケースとして硼定した萌畑の;もPをの 

ぞき,比核的よく一致し,他のモミ類,トウヒ類などの既往の尖料ともよくー玫ナる。 

なわ,当年葉の砒は全萊拉の約1/5である〇

5 )报多密周曲線を作裂してみたか,浅田"赤^両氏てよるシラベ«対するものよりも, 

四大字合间縛査による北毎i2のトドマツ・エゾマツ林のものにむしろ近似してい％

Cブナ林の史而エ関する調说

前橋莒林局長岡名祈内五味沢地区および六日町野管内苗易山地区について更新•およぴ.植 

生に幽する調査を行たつ～

1)ブナ天然件内の2年先以上の稚奇徹は压だ少左く,0燦労林の或合とことなり,前 

生1隹囲に更新のお体をあ、くことは困難で吻る。

2 )前年度のブナの結央理作によって当牢生推明が防所によラては多成発生し・ているが, 
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その捎失は予也外にいちじるしく,主として樹爾•期の茵害(林内の場合),および史 

期の雄凍害(粉!地あ七いは•rnic近い羽合)tが!京因と考えられるカ:溶㈣むの害虫 

(,みとめうれた。また,発在前の称子、:)显占も斤過で2ない。天域外&での2年生以 

按に至る成立本牧:よ说在の前生時汶がそ以て示してい公.では左いかと恩われ・る。

5 )大面杭皆伐によってブナの更斩を期仔す会こと上,ブナ伦子・の飛散矣囲の推定から 

も,全:く MU扩Iないので地床:・つ処理生とtiう風更作染的伏硃法に［らたけ八ば 

たるまいが,これについては今後の荆を研究にまっしかない。

(2) 木可分調担当の分

本年避は長野育林同浙訪岩汗内ハヶ岳兩解^の標高15 0卜2 0 0 0 n2地域の耽制て横 

戏された胡必生财福のを木地について.花し佑

現に澎敬?!:とどけている粘欠!U木だけでも2 5苗をこすものが13’列中8 .列に逹L’純絞 

殺华々消失して行なったもC>の累計を考えると•現在成立しているものは枝だ低滞のも、‘>と 

考えられ,前年の伊那谷地区の・琏を合せて考えると,瀚51.500 m以上については％,£如 

何にかかわらず,人工造林に炯待することはMだ曲5と見られる。

(3) 朿北支ら迅当の分

A八耕平他区«ついt標砌虹劉査点11诚听父とって,土嚥,枫生!・、よぴ’沐木の生艮状 

況の调査をした7が,林木の生長てついては生長鍛を用いて外’訓から1°Eの間の年输敖に 

よって比く反した綃果, 

ブナでは博高820m地点で2—7。年»1,000m地点で50—100 と生長がおちてい&, 

■7オモリトドマツでは漂fi：i1,。 〇 〇～1.5 〇 〇 !«!!点ではほとんど差かなく 50—90年•1.500 

m地点では1207 80と者しく生長がわ〇 くなラている。封徊間でなウダイカンパ2 〇〜 

80 ,=Pハダ4 u〜7 〇 ,ダケカンパ7 07 0,诗に14 0乍となり,ダケカンバの生長がお、そ 

いことケわかろ。

B黑沢尻〇ブナ総合式験地内にある酬冲更改式談区球髙4 7〇〜550)では,祯放以梭12 

年目,て至る累弑脚率をみると,低率(つまり残存率のよい)のものから順にあげると, 

ウラジロモミ,エゾマッ,ヨーロッパトウ匕,ダグラスファー,スギ,ヒバ,ヨーロッパ 

アカマツ,ストコーブマッとなる。この原位KtH本木試験地とも大体T女している(ただ 

し,ウラジロモミは三本木にはない)〇

C前年から.密次の岩木山の弗か八格平地区にも觀湖点を股けて両者の比酸研究全治こなっ 

十七符に月別に平均必温,日れ3気泓,技低気温の各々のてい演率をしらべた梏耍,平均気



沮でな7,8月カ:やや小さいが大依0.6レ1Q Omと兒て上く,燈福贝温は6〜8月;：Xやや 

水さいが他の月は昭きな值を示し再,こ5月ではア. 5 e(y10 D mという杏しい走:•・示した。こ 

れはこの曇府Kはまだ高所にコA V.；：.-£> 〇ためでろら。

6 こんごの問題点

本研究;:!列始してから,未だ2カ年を哇:里したのみで,大部分の問題は今俊の研みこ三つも 

のといえるが,師に亟妥と恩われる点'上列记すれ・H ,次のごとくでめる。

A亜髙山性針葉:枷:の更新に関して

a ハケ位北湖地区では15~20m新の帯状皆仅更折にかなりの瑚奇がもてることカ:わ:」・ 

ったが,これを如何なる条件の針葉动林に・・で適;冃できるか。

川上帝状試甄の调査啮果は间地がハヶ岳と異り花囲岩風化土,艇の上に成なしている 

ので,上紀の間題にひとつの指針を与えると恩!)。

b 現時行なわれる伐木連材•方式に適合させて,どのような程変,こ.•；)y状吿仅全変棟させ 

ても更折の目的を連し為るカ・〇

c 咪我帝除去の時切および保我帯味去にょ・て金竝力:皆伐状.®てな〇、俊の環境交化の 

更所南にあ、上ほす彩潛。

d人工造林法匕天然更折法の適用眼界の累定〇

Bブナ林の更所に闻して

a ブナの更折に適した伐弗法の索定〇この目旳でブナ更衍ス快地・晚胸・営林局存内に設

定する見込で同局と折衝中でめろ。

bブナ当年生金封の,肖失県因の究明と,その防除手蟆

cブナ地带における人工莅林謀界を多右地带»非多甘地帯別に索定す,3こと。

-52-

4造味木の材宵試験

1試験担当者

け忏料長:加成孟:

材質研究室:阳藤彩れ,中川伸知 斉一久・,小田正一,重松頓生,石硏取寿

物理研究室:蕉木自祠’中好逹犬

讶旺何究•室:山井良三郎,涌見 为•近嗔孝一,中井 孝

2 試養目的

戦後,木材・の需要汩てたいして供給がともなわず,森林の生産就四瞥大のために短伐期早生 

尚花KよQ位大,折の;什画がすすめられ,商くその成寒が上げられようとしている。

しかるに,こOX2«期早生剛业として生産ざれているものっうちにな,いわゆる,未吠知オ 

としてかなり低品質なものがおむく ,利用上の・底耍な支飾を写えてあ、り,その付賀向上がのぞ 

まれている。

この研究な,このような意味で短伐期早生呀超としてとり上げられている造林木の材質の夷 

GSB霧きらかにするとともにパオ爻低下〇票因とその改善法を软紂するとともに,さらに听し 

い加工技術によって,そのけ質改良一‘>"腰服ついて研、切・る。

3 前年度までの経過とえられた結果

対象樹極として,ス・,ヒノキ,アカマツ,カラマツ・トドマツ心宅林木］:予定しているが, 

まず,昭和4 〇年にはアカマツ避林木について,一定の皮华による式目の抿取と実用寸法・ 

角材(てついて品質,蔵査をおこない,角|・オの品貿に必善している欠点模索の種:灯i,出斑頻既をわ 

ぎらかにし,さらドス物降までに生ずる二次的な損僞(材而割れ,ねじれ,そり誓)の程変を 

あさらかにすることがでざた。

昭若!4。年度にわいては,東京な林局笠間讨林岩百内8林班にむける林・齢6 3年のT I 

ツ萱林地において,合計5 3本の洪忒木従破定伐採した。僕曲Kの選定,宗伐の妾禎;エ次•うと 

あ、リで吻る。

供送木の遶定,架伐

U)供試木は林分の胸高直從の本数配分(・て比例して,その直径隔構べっに選ぴ1林分当りの合 

田毎〇個诲以上とすち。

(巾 簡高直荏2 5兩以上を対象として,通直で外通上無此のものから選定する(廿しい曲潞 

木,二又木,外粉木などを除外したものからrandom sarnplingによって直毎梅べっ
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